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目 的 

1. 本文書は、SSBJ 基準のすべての定めに準拠していない場合の開示を行うにあたり参考となる情
報を提供することを目的としています。 

 

キーワード 
準拠表明 

 
何が求められているのか 

2. SSBJ基準では、SSBJ基準に準拠している旨を表明する場合、SSBJ基準のすべての定めに準
拠していることを求めています。すなわち、SSBJ 基準のすべての定めに準拠することなくサステナビ
リティ関連財務開示を作成する場合、限定付きで SSBJ基準に準拠していると記述することは認
められていません。 

サステナビリティ関連財務開示が、サステナビリティ開示基準のすべての定めに準拠している場合、
明示的かつ無限定の準拠の旨を開示することにより表明しなければならない。サステナビリティ開
示基準のすべての定めに準拠しない限り、サステナビリティ関連財務開示がサステナビリティ開示基
準に準拠していると記述してはならない。（適用基準第 79項） 

 
すべての定めに準拠しなければならない理由 

3. SSBJ 基準では、企業がサステナビリティ関連財務情報の報告にあたり、一部の定めに従った部
分的な開示を提供したのか、それともすべての定めに従った開示を提供したのかを、主要な利用
者に伝えることの重要さを反映し、SSBJ基準のすべての定めに準拠している場合にのみ、明示的
かつ無限定の準拠の旨を表明しなければならないとしています（適用基準 BC155項）。 

SSBJ基準のすべての定めに準拠していない場合 

4. SSBJ基準のすべての定めに準拠していない場合であっても、次のように、SSBJ基準の定めを部
分的に適用して開示を行う場合や、SSBJ 基準の定めを参考にして開示を行う場合があると考
えられます。 

(1) SSBJ基準の定めを部分的に適用する場合 
例えば、SSBJ 基準を導入しようという企業が、段階的に導入を進めるにあたり、SSBJ 基
準において開示が求められている項目の一部から開示を始める場合において、一般基準及
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び気候基準の「ガバナンス」及び「リスク管理」の項目のみ開示する場合や、気候基準の
「指標及び目標」の項目のみを開示する場合がある。 

(2) SSBJ基準の定めを参考にする場合 
例えば、有価証券報告書を提出する企業が、法令上の定めにより SSBJ 基準に従った開
示は求められないものの、有価証券報告書の「サステナビリティに関する考え方及び取組」
の開示にあたり、人的資本を含む「ガバナンス」及び「リスク管理」の項目について、一般基
準及び気候基準の定めを参考にして開示する場合がある。 

5. しかし、SSBJ 基準は、ISSB 基準と同様に、すべての定めに従うことを前提に開発されており、
SSBJ基準のすべての定めに準拠していない場合は、SSBJ基準に準拠していると記述することは
できません。また、SSBJ基準のすべての定めに準拠していないにもかかわらず、SSBJ基準に準拠
しているかのような誤解を生じさせる可能性がある表現を用いて SSBJ 基準に言及することは適
切ではないと考えられます。 

不適切であると考えられる記載 

6. SSBJ基準のすべての定めに準拠していない場合に、企業が行う開示の全部又は一部について、
「SSBJ 基準を踏まえて開示している。」「SSBJ 基準を考慮して開示している。」「SSBJ 基準を
参考にして開示している。」といった SSBJ基準に言及する記載（これらは例示であり、これらに限
られません。）を行うことは、SSBJ 基準の定めに準拠している範囲及び程度に関わらず用いるこ
とができる表現であるため、主要な利用者の誤解を避ける観点から、不適切であると考えられます。 

将来の SSBJ基準への準拠に関する言及 

7. 有価証券報告書における SSBJ 基準に従った開示が求められることが見込まれる企業が、SSBJ
基準のすべての定めに準拠していないものの、将来的に SSBJ基準のすべての定めに準拠する予
定がある場合には、当報告期間の有価証券報告書における開示において、SSBJ 基準のすべて
の定めに準拠することを予定している時期や、SSBJ 基準のすべての定めに準拠することに向けた
当報告期間の進捗の状況について開示することができると考えられます。ただし、有価証券報告
書の利用者の誤解を避ける観点から、この場合、当報告期間において SSBJ 基準のすべての定
めには準拠していない旨を明示することが適切であると考えられます。 

ISSB基準への言及 

8. ISSB が公表する ISSB 基準への言及についても、SSBJ 基準への言及と同様に取り扱うことが
適切であると考えられます。 
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設 例 

設例は、SSBJ 基準の定めについて理解を深めるために参考として示す一例であり、各企業の実情
等に応じて考慮事項は異なることにご留意ください。 

 
1. SSBJ 基準のすべての定めに従って開示を行う場合の記載事例（適切であると考えられる記載

事例） 
当社グループのサステナビリティ関連財務開示は、サステナビリティ開示基準（サステナビリティ基
準委員会（SSBJ）が公表する基準をいう。以下同じ。）に準拠して作成している。 

 
2. SSBJ 基準に準拠しているかのような誤解を生じさせる可能性のある記載事例（不適切である

と考えられる記載事例） 
当社グループのサステナビリティ関連財務開示のうち X.ガバナンスと XX.リスク管理については、サ
ステナビリティ開示基準に準拠して作成している。 

 
当社グループのサステナビリティ関連財務開示は、X.指標及び目標を除き、サステナビリティ開示
基準に準拠して作成している。 

 
当社グループのサステナビリティ関連財務開示のうち XXX.気候変動関連の部分については、サ
ステナビリティ開示テーマ別基準第 2号「気候関連開示基準」に準拠して作成している。 

 
これらの記載事例では、開示する一部の項目について、SSBJ 基準又は SSBJ 基準の一部に

準拠している旨の記載となっています。これらは、SSBJ 基準のすべての定めに準拠していないにもか
かわらず、SSBJ 基準に準拠しているかのような誤解を生じさせる可能性のある表現が用いられてお
り、不適切であると考えられます。 
 
当社グループのサステナビリティ関連財務開示のうち X.ガバナンスと XX.リスク管理については、サ
ステナビリティ開示基準を踏まえて作成している。 

 
当社グループのサステナビリティ関連財務開示における、サステナビリティ関連のリスク及び機会の
識別及び評価については、SSBJ基準の考え方を考慮して作成している。 

 
当社グループのサステナビリティ関連財務開示は、SSBJ 基準、ISSB 基準、GRI スタンダード
（グローバル・レポーティング・スタンダード・ボードが公表する GRI サステナビリティ・レポーティング・
スタンダード）等を参考にして作成している。 

 
この記載事例では、SSBJ 基準への準拠には言及されていませんが、参考にして作成している等

と記載することで SSBJ基準に準拠しているかのような誤解を生じさせる可能性のある表現が用いら



 

4/4 

SSBJハンドブックは、サステナビリティ基準委員会（SSBJ）事務局がSSBJ基準を利用される方の便宜を考慮して作成
したものであり、サステナビリティ基準委員会の審議を経ていない。 
また、SSBJ ハンドブックに含まれる本文書は、公表日又は更新日現在のものであり、今後、更新する場合がある。 

れています。これらの記載事例は、SSBJ 基準の定めに準拠している範囲及び程度に関わらず用い
ることができる表現であることから、不適切であると考えられます。 
 

3. 将来の SSBJ基準への準拠に関する言及 
当社グループのサステナビリティ関連財務開示は、サステナビリティ開示基準のすべての定めに準
拠していないが、20X7 年度におけるサステナビリティ開示基準に準拠した開示に向けて準備を
進めている。 

 
当社グループのサステナビリティ関連財務開示は、SSBJ 基準のすべての定めに準拠していない。
20X8 年度におけるサステナビリティ開示基準に準拠した開示に向けて準備を進めている。当報
告期間においては、スコープ 3 温室効果ガス排出の測定方法の標準化、内部統制の整備など
を進めている。 

 
将来的に SSBJ 基準のすべての定めに準拠する予定がある場合には、例えば、SSBJ基準のす

べての定めに準拠することを予定している時期や、SSBJ 基準のすべての定めに準拠することに向け
た当報告期間の進捗の状況について開示することができると考えられます。ただし、利用者の誤解
を避ける観点から、この場合、当報告期間において SSBJ基準のすべての定めには準拠していない
旨を明示することが適切であると考えられます。 

 

 

 

SSBJ基準の定めは、重要性がない項目に対して
適用する必要はないことにご留意ください。 

 
以 上 


